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（平成 29 年）

第 138 号

今月の主な内容
今月の表紙

『生石高原山開き』
　生石高原の山開きが４月29日（祝）に行われ
ました。天候にも恵まれ、青空の下、和太鼓演奏、
恒例の景品付きもち投げなどが催され、多くの
家族連れでにぎわいました。【２面に関連記事】
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登
山
シ
ー
ズ
ン 

開
幕
‼

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
‼　
生
石
高
原
山
開
き

寺
本
町
長
＆
き
み
ち
ょ
ん

紀
美
野
町
産
「
生な

ま

山さ
ん
し
ょ
う椒
」
を
Ｐ
Ｒ
‼

京
都
：
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
に
て

生
石
高
原
の
山
開
き
が
４
月
29
日
（
祝
）

に
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
約
１
，０
０
０
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
11
時
か
ら
式
典

が
あ
り
、
登
山
客
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
、
生
石
高
原

観
光
協
会
会
長
（
寺
本
町
長
）
ら
関
係
者
と

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
み
ち
ょ

ん
」
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
登
山
シ
ー

ズ
ン
の
到
来
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

５
月
20
日
（
土
）、
京
都
府
で
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
、
紀
美
野
町
産
生
山
椒
の
店
頭

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今

が
旬
の
山
椒
の
消
費
拡
大
・
販
売
促
進
と
町

の
情
報
発
信
の
一
環
と
し
て
、
町
及
び
Ｊ
Ａ

な
が
み
ね
等
が
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
第

10
回
目
と
な
り
ま
す
。

店
頭
販
売
の
前
に
、
京
印 

京
都
南
部
青

果
株
式
会
社
に
立
ち
寄
り
、
町
産
の
山
椒
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
現
在
の
市
場

の
状
況
等
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
城
陽
市
の
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
（
久

津
川
店
）
で
、
生
山
椒
の
店
頭
販
売
と
Ｐ
Ｒ

を
寺
本
町
長
と
き
み
ち
ょ
ん
が
中
心
と
な
り

行
い
ま
し
た
。

京
都
で
は
、
生
山
椒
を
「
ち
り
め
ん
山

椒
」
な
ど
の
郷
土
料
理
に
使
用
す
る
こ
と
が

多
く
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
お
客

様
が
、
１
０
０
ｇ
、
２
０
０
ｇ
の
パ
ッ
ク
入

り
と
５
０
０
ｇ
の
箱
入
り
の
旬
の
生
山
椒
を

次
々
と
買
い
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

紀
美
野
町
で
は
熊
本
地
震
の
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
や
学
校
か
ら

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
３
月
31
日

を
も
ち
ま
し
て
、
義
援
金
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
の

た
め
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
義
援
金
総
額　

６
３
１
，２
３
７
円

　
（
義
援
金
箱
設
置
期
間　

平
成
28
年
４
月
20
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日
）

ま
た
、
午
後
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

太
鼓
の
演
奏
（
清
流
太
鼓 

か
な
や
伝
々
）

や
恒
例
の
景
品
付
き
も
ち
投
げ
が
行
わ
れ
、

行
楽
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
は
も
ち
を
拾
っ
た

り
、
新
緑
の
高
原
で
お
弁
当
を
食
べ
た
り
な

ど
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

年
間
約
６
万
人
が
訪
れ
る
生
石
高
原
は
、

こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
そ
し

て
、
秋
の
ス
ス
キ
の
名
所
と
し
て
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

熊
本
地
震
の
義
援
金
に
多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お弁当を広げて楽しむ様子

山開きのテープカット

販売風景
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紀
美
野
町
消
防
団

団　
　

長　
　
　
　
　
　
　

佐
本　

重
秋

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

澤　
　

秀
具

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

横
山　

健
司

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

木
元　

伸
彦

各
地
区
の
分
団
長

第
１
分
団
長
（
下
佐
々
）　

松
尾　
　

廣

第
２
分
団
長
（
動　

木
）　

廣
尾　

友
希

第
３
分
団
長
（
小　

畑
）　

橋
本　

拓
也

第
４
分
団
長
（
柴　

目
）　

橋
本　

真
次

第
５
分
団
長
（
長　

谷
）　

水
谷　

好
宏

第
６
分
団
長
（
平
吉
見
）　

阪
口　

眞
敏

第
７
分
団
長
（
吉　

野
）　

中
道　

充
也

第
８
分
団
長
（
福　

井
）　

田
津
原　

功

第
９
分
団
長
（
小　

川
）　

横
谷　

正
美

第
10
分
団
長
（
志
賀
野
）　

峯　
　

宏
幸

第
11
分
団
長
（
下
神
野
）　

上
中　

安
広

第
12
分
団
長
（
上
神
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
垣
内　

知
広

第
13
分
団
長
（
国　

吉
）　

中
家　
　

徹

第
14
分
団
長
（
長
谷
・
毛
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷　

康
弘

第
15
分
団
長
（
真　

国
）　

森
谷　

泰
文

第
16
分
団
長

　
　
（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

秀
夫

平
成
29
年
度

紀
美
野
町
消
防
団
の
紹
介

（
敬
称
略
）

【総務文教常任委員会】（６名）
　委 員 長　町田富枝子
　副委員長　上柏睆亮
　委　　員　美濃良和　美野勝男　向井中洋二
　　　　　　七良浴　光　

【産業建設常任委員会】（６名）
　委 員 長　南　昭和
　副委員長　北道勝彦
　委　　員　伊都堅仁　小椋孝一　西口　優
　　　　　　田代哲郎

【議会運営委員会】（６名）
　委 員 長　伊都堅仁
　副委員長　小椋孝一	
　委　　員　美濃良和　町田富枝子　七良浴　光
　　　　　　南　昭和

　５月 11 日に開催された平成 29 年 第１回紀
美野町議会臨時会において議長・副議長の選挙が
行われ、議長に美野勝男氏、副議長に西口 優氏が
当選されました。また、常任委員会委員や議会運
営委員会委員の選任、一部事務組合議会議員の選
挙等が行われ、次のとおり決まりました。（敬称略）

議　長　美野勝男

【国民健康保険野上厚生病院組合議会議員】（７名）
　伊都堅仁　向井中洋二　小椋孝一　西口　優　
　田代哲郎　町田富枝子　上柏睆亮

【海南海草老人福祉施設事務組合議会議員】（４名）
　北道勝彦　西口　優　田代哲郎　町田富枝子

【海南海草環境衛生施設組合議会議員】（３名）
　伊都堅仁　北道勝彦　南　昭和

【五色台広域施設組合議会議員】（６名）
　美濃良和　向井中洋二　小椋孝一　七良浴　光
　上柏睆亮　南　昭和

【和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員】（１名）
　田代哲郎

【紀の海広域施設組合議会議員】（３名）
　美濃良和　七良浴　光　南　昭和

【監査委員】（１名）
　美濃良和

副議長　西口　優

議長に美野 勝男 氏　副議長に西口 優 氏

新しい議会構成決まる！！

一部事務組合議会等
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紀
美
野
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
町
職
員
の
人

事
異
動
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。
掲
載
は
係
長

級
以
上
で
、（　

）
内
は
旧
職
で
す
。（
５
月
号
の
続

き
）

【
主
任
級
】

き
み
の
こ
ど
も
園
主
任
〔
主
任
保
育
士
〕

　

木
下　

理
江　
（
神
野
保
育
所
主
任
〔
主
任
保
育

　
　
　
　
　
　
　

士
〕）

【
係
長
級
】

美
里
支
所
建
設
室
係
長
〔
地
籍
調
査
担
当
〕

　

長
尾　

英
樹
（
美
里
支
所
住
民
室
係
長
）

総
務
課
係
長

　

山
本　

尚
史
（
産
業
課
係
長
）

住
民
課
係
長

　

髙
田　

真
孝
（
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
室

　
　
　
　
　
　
　

係
長
）

美
里
支
所
建
設
室
係
長

　

新
家　

直
樹
（
建
設
課
係
長
）

企
画
管
財
課
係
長

　

田
渕　

晋
也
（
税
務
課
係
長
）

総
務
課
係
長

　

加
納　

智
子
（
住
民
課
係
長
）

神
野
保
育
所
係
長

　

井
上　

寛
子
（
き
み
の
こ
ど
も
園
係
長
）

産
業
課
係
長

　

北
谷　

太
亮
（
美
里
支
所
建
設
室
係
長
）

建
設
課
係
長

　

別
院　

秀
俊
（
水
道
課
係
長
）

税
務
課
係
長

　

西
谷　

紗
希
（
総
務
課
係
長
）

教
育
委
員
会
教
育
課
係
長

　

名
倉　

慎
二
（
建
設
課
係
長
）

【
派
遣
等
】

保
健
福
祉
課
主
任
〔
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
〕

　

堀　

拓
二
（
企
画
管
財
課
係
長
）

消
防
職
員

消
防
本
部

【
係
長
級
】

警
防
課
係
長

　
〔
和
歌
山
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
勤
務
〕

　

堂
西　

一
男

　
　
（
警
防
課
主
査
〔
和
歌
山
広
域
消
防
指
令
セ
ン

　
　

タ
ー
勤
務
〕）

消
防
署

【
係
長
級
】

警
防
第
１
課
係
長

　

中　
　

誠
吾
（
警
防
第
３
課
係
長
）

警
防
第
１
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕

　

松
江　

充
博
（
警
防
第
２
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕）

警
防
第
１
課
係
長

　

中
前　

友
和
（
警
防
第
２
課
係
長
）

警
防
第
２
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕

　

久
保　

博
規
（
警
防
第
１
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕）

警
防
第
２
課
係
長

　

中
家　

拓
哉
（
警
防
第
１
課
係
長
）

警
防
第
２
課
係
長

　

井
上　

純
一
（
警
防
第
１
課
主
査
）

警
防
第
３
課
係
長

　

丸
尾　

浩
司
（
警
防
第
２
課
係
長
）

町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
二
）

受付日時　　平成29年６月26日（月） ～ 30日（金）　８時30分～ 19時
　　　　　　平成29年７月 １日（土）・２日（日）　10時～ 17時
電話番号　　℡ ０１２０ ‐ ００７ ‐ １１０　（全国共通・無料）
　　　　　　※おかけ間違いのないようにお願いいたします。

●相談は無料で、秘密は守られます。いじめ、体罰、家庭内における虐待など、子どもをめぐ
るいろいろな心配ごとや悩みごとについて、法務局職員や人権擁護委員が電話相談に応じま
す。

●和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員連合会の子ども人権委員会では、この「全国一斉『子
どもの人権１１０番』強化週間」の取組み等を通じ、子どもたちや保護者の皆様の声を一つ
でも多くひろいあげたいと考えています。ぜひ、一人で悩まず相談してください。

■問い合わせ
　和歌山地方法務局人権擁護課内和歌山県人権擁護委員連合会
　℡ ０７３ ‐ ４２２ ‐ ５１３１

全国一斉　「子どもの人権110番」
強化週間を実施します！
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こんにちは、国保野上厚生総合病院　指定相談支援事業所です。「相談支援」と覚えてください。
相談支援は、病気や障害が原因で生活に不自由を感じていらっしゃる方々に、必要な制度をご紹介し

たり、気持ちが軽くなれるような考え方のご提案をしたりしています。私たちは、２人体制でご相談を
お受けしています。「暮らしが不便だな」「病気が辛いな」と感じられた方は、ご本人だけでなくご家族
の方からでもご相談に応じます。お気軽に『相談支援』までご連絡ください。
業務日は、月曜日～金曜日（土、日、祝日、年末年始は休み）の８時30分

～ 17時15分までです。また、近隣市町の巡回相談も行っています（原則予約
が必要）。

■問い合わせ　国保野上厚生総合病院　指定相談支援事業所
　℡　０７３‐４８９‐２９０８（直通）
　℡　０７３‐４８９‐２１７８（病院代表）

４
月
14
日
紀
美
野
町
有
の
木
ペ
タ
ン
ク

場
に
て
紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
ペ
タ
ン
ク
部

第
22
回
春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜

満
開
の
中
総
勢
52
名
合
計
14
チ
ー
ム
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
白
熱
し
た
対
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
位
２
チ
ー
ム
に
は
、

来
年
行
わ
れ
る
『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山

２
０
１
８
』
の
和
歌
山
県
予
選
へ
の
優
先
出

場
権
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

結
果　

優　

勝　

有
の
木
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　

準
優
勝　

有
の
木
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　

３　

位　

小
畑
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　

４　

位　

小
畑
Ｃ
チ
ー
ム

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
部
春
季
大
会
開
催

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部
春
季
大
会
開
催

オ
ー
プ
ン
３
周
年
を
祝
う
‼

小
川
の
郷
直
売
所

地
元
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
を
販
売
す
る

「
小
川
の
郷
直
売
所
」（
小
川
地
区
寄
合
会
）

が
４
月
29
日
（
祝
）
に
オ
ー
プ
ン
し
て
３
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
通
常
の
営
業
日
は
毎
月

第
１
、３
日
曜
日
（
８
時
～
16
時
）
で
す
が
、

こ
の
日
は
臨
時
営
業
し
て
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
を
販
売
し
、
６
０
０
人
以
上
の
登
山
客

ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
も
ち
投
げ
も
行
わ
れ
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
１
０
０
人
近
く
の
来
場
者
が

オ
ー
プ
ン
３
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

５
月
６
日
紀
美
野
町
農
村
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部
第
11
回
春
季
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
総
勢
46
名

の
方
が
参
加
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
皆

さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
男
性
の
部
】

　

優　

勝　

吉
田　

頴
弘　
　

44
打

　

準
優
勝　

宗
和　

宏
偵　
　

48
打

　

３　

位　

中
家　

忠
詞　
　

49
打

【
女
性
の
部
】

　

優　

勝　

福
岡　

規
子　
　

50
打

　

準
優
勝　

橘
本　

陽
子　
　

52
打

　

３　

位　

妹
背　

ト
ミ
コ　

53
打（敬

称
略
）

■
皆
さ
ん
も
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ
ん

か
？

　

あ
な
た
の
若
さ
を
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
活
か

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
経
験
を
、
あ
な

た
の
知
恵
を
、
み
ん
な
の
た
め
に
、
地
域
の

た
め
に
、
積
極
的
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

国保野上厚生総合病院だより（職員紹介○）22

3 周年を祝うもち投げの様子

東館 1階　指定相談支援事業所

ペタンク大会の様子

ゲートゴルフ大会
上位入賞者の皆さん
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★こども園・保育所開放のご案内 (1歳児～）
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園　：６月12日（月）・26日（月）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４
　○神野保育所　　　：６月 7 日（水）・21日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ２０４９
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　 6 月 7 日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター 2 階
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　　6 月20日（火）9 時 30 分～ 11 時　　　 神野保育所
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（総合福祉センター内）までお申し込みください。
　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
★子育て支援センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
　　（総合福祉センター内） 　　６月12日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ　10 時 30 分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談　午前中
　　　　　　　　　　　　　 　６月20日（火）・ALT と遊ぼう　14 時 30 分～
　※こども園・保育所開放、子育て支援センター開放の利用については、事前の申し込みは不要です。
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。	
　　お越しいただくか、お電話にてお気軽にお問い合わせください。　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

保健・福祉だより
平成29年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（6月の日程）
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　7日、14 日、21 日、28 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に関
心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

〔連絡先〕　平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）℡ ０７３‐４８９‐９９６０
　　　　　休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ ０７３‐４８９‐２４３０

●保健福祉・介護などの総合相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課内）
〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

平均寿命が延びるなか、健康に暮らし続けるための「健康寿命」も伸ばしましょう。
いつまでも、元気に暮らしていくために、“健康の源”食生活を今一度ふり返ってみませんか。
この教室は、毎月１回開催します。講話及び、調理実習と試食もあります。お気軽にご参加ください。

６月の予定
■日　　　時　平成29年６月21日（水）
　　　　　　　９時30分～ 13時
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■定　　　員　20人
■申 込 締 切　６月14日（水）
■用意する物　エプロン、食材料費３００円
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

〜 65歳からの健康づくり教室のお知らせ〜

■６月の講座内容
・脂質異常症を予防する食生活
・どうして虫歯になるのか
・調理実習
（食生活改善推進員さんからもアドバ
イスします）
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

６月 12 日（月）
６月 26 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

６月 14 日（水）
６月 28 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

６月 12 日（月）
６月 26 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は約２週間後）
にお知らせします。（予約制）

６月 26 日（月）
　　17 時～ 19 時

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

５月31日～６月６日は禁煙週間です。

６月分以降の児童手当等を受けるには現況届が必要です ！

健康づくり情報［平成 29 年 6 月版］ 禁煙の準備を始めよう！

禁煙を始めるポイントは、「今、禁煙できる自信が持てなくても何度でもトライ！」「一気にやめるほうが楽！」
「気楽に、賢く始めよう（薬やグッズの使用）」などがあります。
喫煙している人は、禁煙に取り組み、周囲の人は応援してあげましょう！

《禁煙の準備》
　ＳＴＥＰ１　禁煙する理由、きっかけを書き留めよう

途中でくじけそうになったときに読み返せば、またファイトがわいてきます。

　ＳＴＥＰ２　禁煙する日を決めよう
できるだけ忙しくない、ストレスのない時期を選びましょう。

　ＳＴＥＰ３　禁煙方法を選ぼう
禁煙の方法には、
　①薬局で禁煙補助剤を購入する。　②自力で始める。
　③禁煙外来を受診する。　　　　　④インターネットを利用する。
などがあり、並行して行うことも可能です。
町内には禁煙外来をしている医療機関がありますので、詳しくは下記へお問い合わせください。

　ＳＴＥＰ４　周囲に宣言しよう、そして協力者を募ろう
周りの人の励ましが大きな力になります。家族や周囲の人に宣言し、協力をお願いしましょう。

　ＳＴＥＰ５　喫煙道具を処分しよう
禁煙日を決めたら、喫煙道具は身の回りから処分し、吸いたくても吸えない環境を作りましょう。

出典：「やっぱり、やめてみるかタバコ」和歌山県　改変
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当等を引き続き受ける要件（児童の監護や保護、
生計同一関係など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。提出がない場合には、６月分以降の手
当が受けられなくなりますので、ご注意ください。
※対象の方には、５月末日に「現況届」をお送りしますので、必ず平成29年６月１日から６月30日までにご提出
ください。
■問い合わせ　　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０
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■
日
時

　

平
成
29
年
６
月
28
日
（
水
）
９
時
～
13
時

■
場
所　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館　

調
理
室

■
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
募
集
人
数　

10
名
（
先
着
順
）

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

町
テ
レ
ビ
放
送
設
備
の
点
検
作
業
の
た

め
、
左
記
の
日
時
及
び
地
区
に
お
い
て
、
一

時
的
（
注
）
に
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
作
業
日
①
〉

作
業
日
時
：
平
成
29
年
６
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　

13
時
55
分
～
16
時

対
象
地
区
：
動
木
、
柴
目

〈
作
業
日
②
〉

作
業
日
時
：
平
成
29
年
６
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
55
分
～
16
時

対
象
地
区
：
下
佐
々
、
吉
野

（
注
）
作
業
が
順
調
に
進
め
ば
、
テ
レ
ビ
が

映
ら
な
く
な
る
の
は
、
数
分
間
が
２
回

程
度
で
す
。

※ 

作
業
日
は
、
天
候
に
よ
り
１
日
延
期
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
時
間
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

※ 

対
象
地
区
内
で
も
、
場
所
に
よ
っ
て
は

影
響
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

施
設
等
調
理
補
助
講
習
受
講
者
募
集

料
理
を
美
味
し
く
、
楽
し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
食
品
と
栄
養
の
移
動
教
室
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

①
地
籍
調
査
全
般
業
務
補
助
職
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

６
か
月
間

　

平
成
29
年
７
月
１
日
～
12
月
28
日

（
週
４
日
勤
務
）

■
賃　
　

金　

日
額　

１
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及

　
　
　
　
　
　
　

び
通
勤
手
当
な
し
）	

■
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
概
ね
65
歳
ま
で
の
者

　
（
山
間
部
で
の
作
業
に
対
応
で
き
る
体
力

が
あ
る
者
）

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時

　

平
成
29
年
６
月
22
日
（
木
）
10
時
～

■
試
験
場
所

　

紀
美
野
町
役
場　

美
里
支
所
２
階
会
議
室

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
29
年
６
月
20
日
（
火
）
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
除
く
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
を
持
参
に
よ

り
建
設
室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

美
里
支
所　

建
設
室　

地
籍
調
査
係

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
１

■
日　

時　

　

平
成
29
年
７
月
28
日
～
８
月
10
日
の
う
ち

８
日
間

　
（
基
本
的
に
９
時
30
分
～
15
時
）

■
場　

所　

紀
美
野
町　

中
央
公
民
館

■
内　

容　

　

食
事
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
、
状
況
に
応
じ

た
調
理
方
法
及
び
健
康
管
理
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
と
技
能
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
対　

象

　

55
歳
以
上
の
方
で
、
就
職
を
希
望
す
る
和

歌
山
県
在
住
の
方
。

　
（
事
前
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職
登

録
が
必
要
で
す
。）

■
定　

員　
　

15
人

　
（
定
員
超
過
の
場
合
は
、
選
考
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

※
未
充
足
の
際
に
は
、
開
催
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

　
（
交
通
費
・
昼
食
代
は
各
自
の
自
費
）

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
６
月
15
日
～
７
月
13
日

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

一
般
社
団
法
人　

紀
美
野
町

　
　
　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
７

　

〒
６
４
０
‐
１
２
４
３

　

紀
美
野
町
神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
里
支
所
内
）

②
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

■
募
集
人
員　

１
人 

■
雇
用
期
間

　

平
成
29
年
７
月
３
日
～
12
月
28
日

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃　

金　
　

日
額　

９
，３
０
０
円
（
昇

給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
昼
休
憩
１
時
間
含
む
） 

■
応
募
資
格

　

介
護
支
援
専
門
員
資
格
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
お
持
ち
の
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償

　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
に

よ
る  

■
選
考
方
法　

面
接
試
験  

■
試
験
日
時

　

試
験
日
は
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
試
験
場
所

　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
29
年
６
月
16
日
（
金
）
17
時
（
必
着
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
、
介
護
支
援

専
門
員
資
格
の
写
し
を
持
参
も
し
く
は
郵

送
に
よ
り
保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

　
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

お
知
ら
せ
・
募
集

地
区
に
よ
り
一
時
的
に
テ
レ
ビ
が

映
ら
な
く
な
り
ま
す
！
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国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

紀美野町飼い猫の不妊手術（避妊）費用補助金交付に
ついてのお知らせ

平成29年４月分から平成30年３月分までの国民年金保険料は、月額16,490円です。保険料は、日
本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます。また、
クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあ
ります。

日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面、面
談により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。

未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が無い
場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方（※）の財産を差し押さえることがありま
すので、早めの納付をお願いします。

所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度がありますので、
役場の国民年金窓口へご相談ください。

※納付義務のある方とは、被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。

■問い合わせ　住民課　　　　　℡ ０７３‐４８９‐５９０３
　　　　　　　美里支所住民室　℡ ０７３‐４９５‐３４６４

和歌山県動物愛護及び管理に関する条例の改正に伴い、紀美野町では周辺地域の環境の悪化を防ぐた
め、飼い猫の不妊手術（避妊）費用の補助金を交付します。

●受付期間：平成29年６月１日（木）～平成30年２月28日（水）
●対 象 者：所得税非課税世帯で、猫を飼っている方。（１世帯につき１匹）
●対 象 猫：メス猫
　　　　　　※首輪と名札（またはマイクロチップ）を装着していること
●補助金額：次のいずれか低い金額を補助。　※補助金の交付には限りがあります。
　　　　　　①手術費用の1 ／ 2　（100円未満は切り捨て）
　　　　　　②10,000円
●注意事項： 手術後の申請は、補助対象外となるため、必ず手術前の申請をお願いします。
　　　　　　なお、不妊手術（避妊）以外の費用は自己負担となります。

■問い合わせ　保健福祉課　℡　０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

ルールとマナーを守って家族の一員として終生飼養をお願いします。
動物が好きな人、そうでない人、皆が気持ちよく過ごせるよう家族の一員として
責任を持って飼いましょう！
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第
42
回
町
民
大
学
講
座
・
紀
美
野
町
人
権
研
修
会

大
切
な
人
の
「
想
い
」
と
と
も
に

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　

１
９
７
６
年
生
ま
れ
。
大
阪

府
堺
市
出
身
。

　
　

２
０
０
１
年
、
読
売
テ
レ
ビ

に
入
社
し
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

な
る
。

　
　

２
０
１
３
年
に
ス
タ
イ
リ
ス

ト
だ
っ
た
奈
緒
さ
ん
と
結
婚
。

翌
年
に
長
男
が
誕
生
す
る
が
、

２
０
１
５
年
に
奈
緒
さ
ん
が
乳

が
ん
の
た
め
逝
去
。
悲
し
み
の

中
で
育
児
に
仕
事
に
邁
進
す
る

日
々
を
送
る
。

　
　

２
０
１
６
年
に
自
身
初
の
著

書
「
１
１
２
日
間
の
マ
マ
」
を

小
学
館
か
ら
刊
行
。
同
年
に
一

般
社
団
法
人
清
水
健
基
金
を
設

立
し
、
代
表
理
事
に
就
く
。
手

記
や
講
演
会
等
の
収
益
は
、
入

院
施
設
の
充
実
、
が
ん
撲
滅
、

難
病
対
策
等
を
行
う
団
体
へ
寄

付
し
て
い
る
。

６
月
の
天
文
教
室

「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
の
謎
を

矮わ
い
し
ょ
う小
銀
河
が
暴
く
」

今
年
も
ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会
を

開
催
し
ま
す
！

■
講
師　

清
水　

健　

氏

　
（
キ
ャ
ス
タ
ー
、「
１
１
２
日
間

の
マ
マ
」
著
者
、
一
般
社
団
法

人
清
水
健
基
金 

代
表
理
事
）

■
日
時　

６
月
26
日
（
月
）

　

18
時
30
分
開
演

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

※
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

■
整
理
券
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

　
（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

■
日
時　

６
月
25
日
（
日
）

　

14
時
～
（
約
60
分
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
講
師

　

本
間
英
智 

氏
（
国
立
天
文
台

天
文
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
）

■
参
加　
無
料
、事
前
申
し
込
み
不
要

■
概
要

　
　

宇
宙
の
謎
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
解

明
す
る
カ
ギ
は
小
さ
な
銀
河
が

握
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
矮
小
銀
河
と
ダ
ー
ク
マ

タ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
参
加
費

　

１
人
に
つ
き
１
０
０
円

　
（
何
種
目
で
も
出
場
可
）

■
そ
の
他

　

参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
複
数

種
目
を
同
時
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

雨
天
中
止
（
16
時
態
度
決
定
）

■
主
催

　

紀
美
野
町
体
育
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
室

走
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

第
１
回　

７
月
７
日
（
金
）

　

第
２
回　

８
月
４
日
（
金
）

　

第
３
回　

９
月
１
日
（
金
）

　

各
日
19
時
30
分
～

　
（
21
時
頃
終
了
予
定
）

■
場
所

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
運
動
場

■
種
目

　

１
０
０
ｍ
・
１
０
０
０
ｍ
・

　

２
０
０
０
ｍ
・
３
０
０
０
ｍ
・

　

５
０
０
０
ｍ

※
複
数
の
種
目
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み

そ
れ
ぞ
れ
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
問
い
合

わ
せ
先
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
受
付
で
の
混
乱
を
防
ぐ
た

め
、
事
前
の
申
し
込
み
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

み
さ
と
天
文
台
は
、
６
月
１

日
（
木
）
か
ら
夏
季
の
望
遠
鏡

等
整
備
期
間
で
終
日
休
館
と
な

り
ま
す
。
６
月
23
日
（
金
）
か

ら
通
常
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

望
遠
鏡
等
の
整
備
に
よ
る
休
館
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

７
日　

お
り
が
み
あ
じ
さ
い

　

14
日　

ス
ラ
イ
ム
つ
く
り

　

21
日　

休
み

　

28
日　

地
図
パ
ズ
ル
遊
び

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

７
日　

お
は
な
し
会

　

14
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

　

21
日　

ゲ
ー
ム
大
会

　

28
日　

七
夕
か
ざ
り

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
５
０
０
冊
】

　

岡
本　

幸
大
（
野
小
３
年
）

【
７
０
０
冊
】

　

岡
本　

知
紘
（
野
小
5
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
月
の
満
ち
欠
け
」

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
正
午　

著

「
冬
雷
」

　
　
　
　
　
　
　

遠
田
潤
子　

著

「
う
ち
の
子
の
場
合
！
子
育
て
が

10
倍
楽
し
く
な
る
！
」

　
　
　
　

カ
フ
カ
ヤ
マ
モ
ト　

著

「
も
ぐ
ち
ゃ
ん
ち
の
お
ひ
っ
こ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
こ
ら　

作

「
う
さ
ぎ
の
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
、
は

じ
ま
る
よ
！
」

　
　
　

エ
リ
ー
・
サ
ン
ド
ル　

作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
黒
い
紙
」

　
　
　
　
　
　
　

堂
場
瞬
一　

著

「
津
軽
双
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室
麟　

著

「
す
こ
や
か
ヨ
ガ
」

　
　
　
　
　

い
と
う
あ
つ
こ　

著

「
流
れ
星
キ
ャ
ン
プ
」

　
　
　
　
　
　
　

嘉
成
晴
香　

作

「
ぼ
く
の
に
い
ち
ゃ
ん
す
ご
い
や

ろ
！
」

　
　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り　

作

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
７

海
草
地
方
大
会
開
催

　

海
南
市
、
紀
美
野
町
の
９
中
学

校
各
代
表
生
徒
に
よ
る
「
少
年

メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
７
」
海
草
地

方
大
会
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

和
歌
山
県
大
会
の
予
選
と
し
て
開

催
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
の
発
表

に
も
力
が
入
り
、
大
変
盛
り
上
が

る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
表
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
紀
美

野
町
立
野
上

中
学
校
吹
奏

楽
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
演

奏
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け

ま
す
。

■
日
時

　

６
月
18
日
（
日
）
14
時
～

　
（
生
徒
発
表
14
時
30
分
頃
～
）

■
場
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催

　
海
草
地
方
青
少
年
育
成
推
進
員
等

　
連
絡
協
議
会

　

海
草
地
方
子
ど
も
会
連
絡
会

■
問
い
合
わ
せ

　

海
草
振
興
局
地
域
振
興
部

　

総
務
県
民
課

　
（
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
３
５
３
）

あじさいコンサート開催

じどうかん陶芸教室
「ソフトボールくらいの大きさの

粘土で好きなものを作ってみよう」

　野上中学校吹奏楽部は「第14回あじさいコン
サート」を開催します。部員全員心を一つに、日
頃の練習の成果を披露します。
　皆様お誘い合わせのうえ、ぜひお越しくださ
い。（入場無料）
■日　時　６月17日（土）
　　　　　13時30分開場　14時開演
■場　所　文化センター
■プログラム
　第１部　「TAKE OFF Ⅱ」※
　　　　　「SECOND SUITE」
　　　　　「吹奏楽のためのソナチネ」
　第２部　「sing sing sing」
　　　　　「世界に一つだけの花」
　　　　　「ファミリーコレクション」※
　※印のついている曲は、翌日の18日に行われる
『少年メッセージ2017海草地方大会』のアト
ラクションとして演奏する曲です。

■日　時　６月24日（土）
　　　　　13時30分～ 15時30分
■場　所　吉見児童館
■講　師　鈴木ふさ子さん
■持ち物　タオル・筆記用具
■参加費　３００円
■対　象　小学１年生～６年生及び保護者
　　　　　※先着10名まで
■その他　自分の作りたいものを考えてきてね。で

き上がった作品は約１か月後にお渡しす
る予定です。

■申し込み
　６月13日（火）
　までに青少年
　センターへ
　（℡073‐489‐5909）
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

（
自
然
編
）

そ
の
百
三
十

「
美
里
の
川
は
き
れ
い
で
す
」

近
年
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
河
川

の
汚
濁
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

美
里
の
川
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。川

の
水
質
を
見
る
た
め
に
、
そ
こ

に
棲
ん
で
い
る
生
物
の
種
類
を
調

べ
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
水

の
中
に
棲
む
生
物
の
中
に
は
、
き
れ

い
な
水
に
し
か
棲
め
な
い
も
の
と
、

一
方
、
汚
れ
た
水
に
強
い
も
の
と
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
河
川
の

生
物
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
川
の
汚
れ
度
合
い
（
水
質
）
が
わ

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
る
水
質
は
四
段

階
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
①
「
き
れ

い
（
貧
腐
水
性
）」、
②
「
や
や
汚

れ
て
い
る
（
β
中
腐
水
性
）」、
③

「
か
な
り
汚
れ
て
い
る
（
α
中
腐
水

性
）」、
④
「
き
わ
め
て
汚
れ
て
い
る

（
強
腐
水
性
）」
と
い
う
区
分
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

簡
単
に
言
う
と
①
は
手
で
す

く
っ
て
飲
ん
で
も
い
い
よ
う
な
き

れ
い
な
水
、
④
は
台
所
や
お
風
呂
か

ら
の
廃
水
が
溜
ま
っ
て
イ
ト
ミ
ミ

ズ
が
ゆ
ら
ゆ
ら
し
て
い
る
よ
う
な

水
な
の
で
し
ょ
う
か
。

美
里
町
誌
編
纂
の
た
め
の
生
物

調
査
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
貴
志

川
・
真
国
川
、
そ
れ
に
多
く
の
支
流

に
生
息
し
て
い
る
底
生
生
物
と
い

う
の
は
、
魚
の
よ
う
に
水
中
を
泳
ぎ

回
る
も
の
で
は
な
く
、
カ
ニ
や
エ
ビ

の
仲
間
や
、
岩
や
石
こ
ろ
の
間
な
ど

に
棲
む
昆
虫
の
仲
間
な
ど
を
言
い

ま
す
。

研
究
家
の
方
た
ち
が
、
ま
る
一
年

を
か
け
て
町
内
13
か
所
で
水
中
の

生
物
を
調
べ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
に
棲
む
底
生
生
物
の
う
ち
、
昆

虫
類
だ
け
を
見
て
も
、
そ
の
種
類
は

実
に
豊
富
で
、
カ
ゲ
ロ
ウ
の
仲
間
が

29
種
、
ト
ン
ボ
の
仲
間
が
15
種
、
カ

ワ
ゲ
ラ
の
仲
間
が
17
種
、
ト
ビ
ケ
ラ

の
仲
間
が
32
種
、
そ
れ
以
外
の
昆
虫

が
20
種
以
上
、
合
計
す
る
と
１
１
０

種
以
上
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
う
れ
し
い
こ
と
に
、
調
査

地
点
の
ど
こ
を
と
っ
て
み
て
も
「
き

れ
い
な
水
に
棲
む
種
類
」
が
圧
倒
的

紀
美
野
町
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ほ
ん
の

森
」
の
活
動
と
し
て
、
６
月
に
お

手
玉
遊
び
を
し
ま
す
。

日
本
の
伝
統
遊
び
「
お
手
玉
」

は
、
子
供
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
楽

し
さ
と
、
家
族
と
一
緒
に
遊
ぶ
！

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。

お
手
玉
・
な
な
こ
の
会
の
皆
さ

ん
と
、
お
手
玉
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
験
し
ま
し
ょ
う
。

大
人
も
子
供
も
、
こ
ん
な
に
も

楽
し
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す

よ
！

■
場
所　

き
み
の
こ
ど
も
園　

■
日
時　

６
月
10
日
（
土
）

　

午
前
10
時
15
分
～

　
　
　
　
　

10
時
45
分
（
予
定
）

■
内
容

　

お
手
玉
遊
び

　

・
和
歌
山
お
手
玉
の
会
（
な
な

こ
の
会
）
の
皆
さ
ん

■
参
加　

無
料

　

こ
ど
も
園
の
園
児
で
な
く
て
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
動
き
や

す
い
恰
好
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
ん
の
森　

谷
口

　
（
℡
０
９
０
‐
８
９
３
７
‐
１
４
０
２
）

私達のサークルではノートパソコンを
使って主にワード、エクセルを学んでいま
す。
他にも夏には、うちわや扇子、年末には
年賀状、お正月用にぽち袋や箸袋などオリ
ジナルの物を作っています。なかでも子ど
もや孫への手作りのぽち袋は好評です。
また、年に一度の展示会ではカレンダー
の他にギフトＢＯＸや紙袋などを作り、出
展しています。
文字を入力することで指先を使いますの
でアンチエイジングにももってこい!!老若男
女のご参加お待ちしています。初心者大歓
迎です(^o^)
貸出し用パソコンもありますので手ぶら
で来てくださいね。
■活動日時　毎月第２金曜日 19：30 ～
■場　　所　志賀野地区公民館

─ わが町サークル ─
『パソコンサークル』

き
み
の
こ
ど
も
園
で

「
お
手
玉
遊
び
」
を
し
よ
う
‼

に
多
く
て
、
美
里
の
川
の
水
は
「
き

れ
い
（
貧
腐
水
性
）」
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
こ
も
数
学
的
に
同
じ

値
と
い
う
の
で
は
な
く
、
瀬
が
あ
り

淵
が
あ
り
、
川
底
や
両
岸
の
自
然
が

よ
く
保
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
よ

り
き
れ
い
で
、
反
対
に
人
家
の
密
集

地
に
近
い
場
所
な
ど
で
は
「
や
や
汚

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
棲
む
種
類
」
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

研
究
家
の
先
生
方
は
、「
人
び
と

の
諸
活
動
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
る
」

と
控
え
め
な
表
現
で
、
川
を
汚
す
の

は
人
間
で
あ
る
こ
と
を
警
告
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
上
で
、
河
川
と
い
う

も
の
は
水
の
流
れ
て
い
る
場
所
だ

け
を
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺

の
環
境
を
も
含
め
た
生
態
系
全
体

と
考
え
る
べ
き
、
と
結
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
川
の
両
岸
は
な
る
べ
く
自
然

状
態
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
し
、
わ

ん
ど
や
河
畔
林
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

現
在
で
は
年
に
一
度
、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
（
が
た
ろ
大
作
戦
）、
美
里
河
川

愛
護
会
に
よ
る
川
掃
除
が
行
わ
れ
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
川
の
環
境
維

持
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年

２
月
１
日
発
行

前
田
亥
津
二 

著

「
美
里
の
自
然
」

よ
り
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馬
鈴
薯
の
や
せ
た
薯い
も

さ
え
喜
び
と

　
　
　
　
　
シ
ベ
リ
ア
日
誌
は
辛
き
を
書
か
ず
　
　
吉
村
　
　
邦
彦

真
白
な
る
白し
ろ

角す
み

倉く
ら

と
言
ふ
椿

　
　
　
　
　
白
し
ろ
お
と
ろ衰
ふ
る
理
こ
と
わ
りさ
び
し
も
　
　 

　
　
　

角
谷
　
と
し
み

あ
れ
し
よ
う
こ
れ
は
と
畑
の
動
き
良
し

　
　
　
　
　
喜
び
な
り
き
み
か
ん
の
剪
定
　
　
　
　
黒
西
　
　
葉
子

会
釈
さ
れ
会
釈
を
返
せ
ど
わ
か
ら
な
い

　
　
　
　
　
記
憶
の
糸
は
い
よ
い
よ
細
り
て
　
　
　
河
野
　
　
昭
子

看
護
師
は
こ
の
人
誰
と
夫つ
ま

に
聞
く

　
　
　
　
　「
ワ
イ
フ
」の
言
葉
に
笑
ひ
の
渦
巻
き
　
上
中
前
　
澄
子

風
は
ら
み
高
く
泳
ぐ
よ
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
未
来
に
翔
け
る
過
疎
の
村
空
　
　
　
　
梶
谷
　
美
瑳
子

耕
や
せ
ば
土
は
一
斉
深
呼
吸

　
　
　
　
　
春
陽
を
吸
い
て
ふ
く
ら
み
を
出
す
　
　
西
佐
古
　
祐
子

惜せ
き
し
ゅ
ん
春
の
花
の
宴
の
集
い
あ
り

　
　
　
　
　
古
希
過
ぎ
ゆ
く
も
残
る
面
影
　
　
　
　
寺
岡
　
　
幸
子

ひ
さ
か
た
の
旅
の
宿
に
て
安
眠
を

　
　
　
　
　
妨
害
し
た
り
吾
の
鼾
い
び
き
が
　
　
　
　
　
　
小
根
田
　
牧
子

清
流
に
心
を
放
ち
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
貴
子

落お
ち

人う
ど

の
里
が
名
所
に
風
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

夏
立
ち
ぬ
床
屋
の
革か
わ

砥と

使
ふ
音
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
　
哲
郎

草
笛
吹
く
次
々
と
葉
を
反ほ

古ご

に
し
て
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

春
雷
を
二
つ
賜
り
宮
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
　
な
を
み

朱
印
所
に
行
列
で
き
て
御
開
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
　
　
早
苗

残
業
の
新
妻
を
待
つ
木
の
芽
和あ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
浩
平

瀬
に
淵
に
と
き
に
は
空
へ
河か

鹿じ
か

笛ぶ
え

　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
た
る
父
の
肩
車
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

存
続
の
話
に
う
つ
り
若
葉
寒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

花
も
良
し
若
葉
な
ほ
良
し
里
の
山
　
　
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

歌
　
の
　
小
　
道

これは、調印式後のマスコミ取材の中で天文台が度々
質問された事でした。
近畿大学附属和歌山高等学校・中学校と紀美野町と
の間で、「スーパー共同利用制度に関する協定書」の調
印式が、４月28日午前、紀美野町役場にて滞りなく執
り行われ、数多くのマスコミが取材に訪れていました。
一般に、共同利用協定というのは、外部の学校に対
して天文台等が特別扱いをするという印象を持たれる
ことが多いものです。では、みさと天文台や紀美野町
にとって何がメリットなのか？と記者の方々は思われ
たようです。
本協定では相互のPR活動に関する内容が含まれるな
ど、施設の利用に限定しないものとなっており、その
意味で「スーパー」が制度の名称として付いているの
です。
現在、近大和歌山高校・中学校との間で、紀美野町
にお客さまを呼び込む企画を７月下旬に実施する準備
を進めています。町おこしにも繋がる今後の計画に、
ご期待ください。

「わくわくワーク」（2年生の勤労体験）を先月24日
～ 26日に実施し、町内の企業・事業所の皆様には大変
お世話になりました。３年生は現在、東京方面への修
学旅行（5月31日～ 6月2日）の真っ最中です。
平成29年度も新学期から２か月が経過し、大きな行
事を行いながら、生徒たちは、日々の学習やスポーツ
等に励んでいます。
今、学校では「教育」とは不確実性の時代を生きぬ
く力を育成し、子どもたちが10年、20年後に社会人と
して自立する事と捉え、本年度は「主体的・対話的な
深い学び」を核とし、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用
した授業づくりの研究を行っていきます。また、コミュ
ニティースクールの指定を受け地域運営型の学校づく
りのための基盤整備に着手していきます。また、さらに、
「部活動の指針」を受け、月曜日はノー部活デーとして、
放課後補充学習を行うなど新たなスタートを切り始め
ている今日この頃です。

天文台だより
『協定締結の紀美野町へのメリットは？』

　矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『～開校60年　新たな未来に向かって～』

　紀美野町立野上中学校

　“ふるさと”最高峰生石山への遠足（1年生）
学校から往復 24km、ちょうどいい行程でした！
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１　

家
の
周
り
を
点
検
し
よ
う

①
屋　

根
…
ト
タ
ン
や
瓦
の
ひ
び
割
れ
・
ず

れ
・
剝
が
れ
は
な
い
か
。

②
ベ
ラ
ン
ダ
…
鉢
植
や
物
干
し
竿
な
ど
飛
散
の

危
険
が
高
い
も
の
は
室
内
へ
。

③
側　

溝
…
日
頃
か
ら
掃
除
を
心
掛
け
、
落
ち

葉
や
ゴ
ミ
に
よ
っ
て
水
が
溢
れ
る
こ
と
を
防

止
。

④
ガ
ラ
ス
窓
…
ひ
び
割
れ
や
窓
枠
の
が
た
つ
き

は
な
い
か
、
飛
来
物
に
備
え
て
外
側
か
ら
板

で
ふ
さ
ぐ
。

２　

情
報
収
集
・
日
頃
か
ら
の
備
え

①
防
災
無
線
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
警
報
・
注
意
報
の
情
報
に
耳
を
傾

け
ま
し
ょ
う
。

②
土
地
に
古
く
か
ら
住
ん
で

い
る
方
の
過
去
の
災
害
情

報
に
も
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。

③
避
難
に
備
え
非
常
持
ち
出

し
品
な
ど
の
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

３　

避
難
の
時
に
注
意
す
る
こ
と

①
履
物
に
注
意
す
る
…
裸
足
、
長
靴
は
厳
禁
。

ひ
も
で
し
め
る
運
動
靴
な
ど
。

②
で
き
る
だ
け
軽
装
で

…
荷
物
は
で
き
る
だ

け
整
理
し
て
背
負
い

両
手
が
自
由
に
使
え

る
状
態
に
し
て
お
き

ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

　

台
風
や
豪
雨
な
ど
は
、
そ
の
襲
来
時
期
や
規

模
、
被
害
の
程
度
な
ど
の
予
想
が
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
事
前
の
対
策
次
第
で
被
害
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
台
風
や
大
雨
が
近

づ
い
た
ら
、
気
象
情
報
に
は
十
分
に
注
意
し
、

適
切
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
足
元
に
注
意
…
洪
水
時
は
水
面
下
に
マ
ン

ホ
ー
ル
、
側
溝
な
ど
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
暗
い
場
合
は
懐
中
電
灯
を
使
用
す
る
な

ど
、
十
分
に
注
意
し
な
が
ら
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

炎
天
下
の
屋
外
や
暑
い
室
内
に
居
る
時
、
頭

痛
や
吐
き
気
を
感
じ
た
ら
熱
中
症
を
疑
い
、
次

の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
木
陰
や
エ
ア
コ
ン
の
き
い
た
室
内
に
移
動

し
ま
し
ょ
う
。

２
．
服
を
緩
め
て
風
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ

う
。

３
．
濡
れ
た
タ
オ
ル
を
顔
や
手
足
に
あ
て
た

り
、
う
ち
わ
で
あ
お
い
だ
り
し
て
体
を
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。

４
．
大
量
に
汗
を
か
い
た
場
合
は
水
だ
け
で
な

く
、
塩
分
の
入
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　

意
識
が
な
い
場
合
や
も
う
ろ
う
と
し
て
い

る
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ

さ
い
。

～
危
険
物
安
全
週
間
～

６
月
４
日（
日
）
～
10
日（
土
）は

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

台
風
・
風
水
害
に
備
え
よ
う
‼

4月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 28（１） 28（１）

一 般 負 傷 4　 　 4　 　

交 通 事 故 4（１） 4（１）

そ の 他 8　 　 8　 　

合 計 44（２） 0 44（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
熱
中
症
』

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
～
12
時
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料　

■
申
し
込
み
期
限　

６
月
20
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
申
し
込

み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

風水害の心得

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
7
月
2
日
（
日
）

排水溝を清掃して流れを
よくしておきましょう。

物干し竿、ゴミ箱、植木鉢などは、風で
飛ばされないように固定しましょう。

雨戸の壊れたところは板を
張るなどしてガラスが割れ
ないようにしましょう。

アンテナの支線が切れたり、
ゆるんだりしていませんか。

屋根瓦、スレートが
割れたりゆるんだ
りしていませんか。



6月

もうすぐ梅雨の時期を迎えます。この時期
高温多湿と過ごしにくく、体調管理には十分
に気を付けてください。
また、梅雨末期の集中豪雨には警戒が必要
です。

編 集 後 記

雨の多い季節となりました。私たちの町では、大雨による洪水や土砂による災害で、過去に大きな被害が発生
したことがあります。

町では、避難準備・高齢者等避難開始や避難勧告など、危険が差し迫る前に発表する様に務めていますが、大
雨が降り暗闇の中で避難することは、危険な場合があります。小雨や外が明るいうちに避難する様に心がけてく
ださい。避難とは、近くの避難所に避難するだけではなく、安全な親類の家や知り合いの家に避難することも避
難です。早め早めの行動が大切です。また、土砂災害の発生予測はできませんので、土砂くずれが発生しやすい
場所にお住まいの方は、学校や福祉センターなど堅牢な建物に避難するようにしてください。
紀美野町にある避難所一覧

避難所 地震 土砂 避難所 地震 土砂 避難所 地震 土砂
小畑集会所 〇 ○ 中田集会所 〇 三尾川区民センター 〇
スポーツ公園体育館 〇 △ 梅本集会所 〇 上神野小学校体育館 〇 ○
動木集会所 〇 ○ 志賀野地区公民館 〇 ○ 自然体験世代交流センター 〇
野上小学校体育館 〇 △ 志賀野体育館 〇 △ 赤木高齢者ふれあい憩いの家 〇
芝崎集会所 〇 ○ 西野集会所 〇 ○ 桂瀬集会所 〇
野上中学校体育館 〇 ○ 釜滝集会所 〇 国吉多目的集会所 〇
河南集会所（海南鋼管） 〇 ○ 長谷集会所 〇 ○ 滝ノ川集会所 〇
下佐々コミュニティーセンター 〇 ○ 国木原集会所 〇 転作研修会館 〇
中央児童館 〇 ○ 福田集会所 〇 ○ 毛原中集会所 〇 ○
新生町集会所 〇 ○ 安井集会所 〇 ○ 長谷毛原中学校体育館 〇 △
吉見集会所 〇 ○ 野中集会所 〇 ○ 長谷宮集落センター 〇 △
総合福祉センター 〇 ○ 美里中学校体育館 〇 ○ 真国区民センター 〇
やすらぎ園 〇 ○ 下神野小学校体育館 〇 △ 上真国多目的集会所 〇
吉野集会所 〇 神野市場交流ふれあいセンター 〇 ○ 円明寺集会所 〇
福井集会所 〇 樋下高齢者ふれあい憩いの家 〇 勝谷集会所 〇
小川地区公民館 〇 ○ 津川集会所 〇 四郷集会所 〇
小川小学校体育館 〇 ○ 箕六高齢者ふれあい憩いの家 〇
〇：安全です　△：土砂災害の危険はありますが建物の構造上安全です　空白：土砂災害の危険区域内です。

わがまちの防災情報 No3

2017.615

紀美野町の人口
総人口……	9,271人（−20）
【社会増減（−5）　自然増減（−15）】
　男　……	4,290人（−12）
　女　……	4,981人（ −8）
世帯数……	4,365世帯（−6）

（平成29年4月末現在）　　
　紀美野町面積128.34km2

（　）内は前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

1 日（木） 11 時～ 犬・ねこの飼い方講習会【11 日 ( 日 )・25 日 ( 日 )】 県動物愛護センター  県動物愛護センター 489 − 6500

7 日 ( 水 )・22 日（木）移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471

総務課 489 − 5912

15 日（木） 13 時～ 行政相談【～ 15 時】 中央公民館 総務課 489 − 5912

美里支所 住民室 495 − 3471

26 日（月） 町人権講演会・町民大学講座 文化センター 紀美野町人権委員会 489 − 5915
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広 告

紀美野町を応援してくださる全国の皆様から平成28年度中に、502件 11,590,000円のご寄附をいただ
きました。この寄附金は、ふるさとの発展のために使わせていただきます。

平成28年度では、寄附金を中学校の備品購入や障害者等用駐車場整備事業、防犯灯設置事業、ふれあ
い公園遊具設置事業に使わせていただきました。

平成29年度も、防犯カメラ設置事業や文化センター・公民館の音響機器購入事業などに寄附金を充当
する予定です。ふるさと応援寄附金のことに関しましては、町のHP上でも掲載いたします。

今後とも、多くの皆様からのご支援ご協力の程よろしくお願い申しあげます。

活用事業名 寄附件数
(H28年度)

寄附額
(H28年度)

みんなでつくるまちづくりに関する事業 37件 365,000

住みやすいまちづくりに関する事業 55件 540,000

安全・安心なまちづくりに関する事業 44件 435,000

福祉の充実したまちづくりに関する事業 66件 685,000

豊かな教育をめざすまちづくりに関する事業 73件 3,695,000

活気のあるまちづくりに関する事業 75件 750,000

特に指定しない事業 152件 5,120,000

合　　計 502件 11,590,000

福祉の充実したまちづくりに関
する事業と特に指定しない事業か
ら充当し整備した、福祉センター
の車いす使用者駐車区画の写真で
す。
福祉センター以外にも、美里支
所やスポーツ公園、ふれあい公園
などの町の施設にも同様の駐車区
画を整備しました。

自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

平
成
29
年
度
の
労
働
保
険

年
度
更
新
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平成28年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金についての報告

平成28年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金実績 （単位：円）

■
応
募
資
格

　

平
成
29
年
９
月
１
日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有

し
、
自
衛
隊
法
第
38
条
第
１
項
の
規
定
に
該

当
し
な
い
者
で
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
６
月
22
日
（
木
）
ま
で

■
試
験
日
及
び
試
験
場

　

平
成
29
年
６
月
24
日
（
土
）
予
定

　

和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
（
和
歌
山
市
築
港
１
‐
14
‐
16
）

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６

　

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
番
地
２

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
、
年
度
当
初
に
労
働
保
険

料
を
概
算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
当
初
に

確
定
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
手
続
き
を
「
年
度
更
新
」
と
い
い
ま
す
。

事
業
場
あ
て
に
年
度
更
新
用
の
申
告
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
作
成
の
上
、
６

月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
申
告
・
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
和
歌
山
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室
（
℡ 

０
７
３
‐
４
８
８

‐
１
１
０
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


